




ヤサイゾウムジ ListToderescostTiostTis var. obli伊ωKlugは非常仁広食性の昆虫とされてお
り，現在までlこ判明してやるものだけで優lこ25科100種を越える植物を摂食する.









































































時 問 1 3 6 22時間
(由業繁汗jIt.O.lcc 51f . 52 57 |劫
水 O.lcc 4 6 6 1 {ア l)JI..-;bラ U 泊 0.3mg 26 28 34 48 
対照 。 1 1 1 {フーヵヲU油 0.3mg 9 自 13 14 
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これらの図から明らかなように， カラジ油に対する反応l土， その用量範囲によって， 増加の部分
と減少の部分とに分けられる. つまりいわゆる誘引範囲と忌避範囲と仁分けられのであるが， これは
Dethier (1947， 1954 a)が“誘引作用を有する物質も適量以上の用量・濃度では，忌避作用
をあらはすのが普通である"と述べてやるところと合致する. しかし本実験の方法では， Mclndoo 



























か. 虫が無差別自由な運動仁よって各小試験管仁出入し， しかる後， 味覚乃至は接触的な選択











水仁対する反応実験 ヌド種解化幼虫の水に対する反応は非常に強<.R. H. 100%中で癖化させた場合仁
も，もし容骨量壁仁水滴があれば，その水滴に群集するのであるが，この反応が走湿幽句なものかどうかを，カラジ油
第 2表 ヤサイゾクムジ癖化幼虫の'71<に対する反応
時 間 1 2 3 4 5 6 22時間
。本 1 2 3 5 5 3 
A対照 3 3 2 7 7 7 9 
53 50 52 53 44 41 13 






らか仁水仁群集する. この結果ti水仁対する反応が走湿性というよりも， 味覚，皮膚感覚のいずれにせよ， 接触

















ジ抽を含有しているものはタカナ Brassicajuncea，ク口ガラジ B.nigra，ハナヤサイ B.oleracea 
var. botrytis， コモチカツラツ B.oleracea var. gemmifera，コー ルラピー B.oleracea var. 




の存在が証明されている処のハナヤサイ左同じ B.oleracea var. botrytis仁属してやるものである.















A1lyliaothiocyanate d..ec. -Butyliaothiocyanate 
Cruciferae Cruciferae 
Alliaria ofjci則的 DC. Cardamine amara L. 
Armoracia lapathifolia Cilib. C. pratensis L. 
B，.assica alba Bois. Cochlearia officinalis L. 
B. ceTna Thunb. GIucotropaeolin 
B. iberifolia Hrz. 
* B. ju町'eaCos. 
* B. nigra K∞h. 
* B.oleracea var. bot，.ytis L. 
* B.o/eracea var. gemmifera DC. 
本 B.oleracoa var. gongyl，副会sL. 
* B.Rapa L. 
* Capsella bursa pastoris Medic. 
? Carゐmineamara L. 
Cochlearia Armoraca L. 





? Carica candamerce1l$I$ H∞k. 
? C. Papaya L. 






* B.junceo Coss. 













Barbara，回 ρ，.aecoxR. Br. 
? Brassica Rap!l cammunis Metzg. 
Naョturtiumojficinau R. Br. 
Resedaceae 








十参考資斜:Wehmer (1929， 1931)，平尾 (1939)，Dethier (1947)，宮道・嶋野 (1955)，
甥口 (1955)
この表仁示した以外仁，種顧の判明しないカラジ泊，あるいはカラジ泊配糖体を含有するものが，
Capparidaceae. Phytolaccaceae. Moringaceae. Resedaceae. Cruciferae等lこ報告
されている
-11ー (11) 





































*原報には truemusturd oilとあるだけであるが，おそらく alylmustard oilを指すものと思われる.
(12) -12ー
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